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第２次十日町市立小・中学校の学区適正化に関する方針（概要版） 

                   十日町市教育委員会  

１ 第１次方針（平成 21～30（2009～2018）年度）の概要及び検証と課題 

 (1) 第１次方針の概要 

  ・少子化により学校の小規模化が進んでいるため、小学校は複式学級の解消 

（対象校 12 校） 

  ・中学校は、全校１学年１学級が見込まれたことから 10 中学校を維持 

 (2) 第１次方針における検証と課題 

  ・小学校の複式学級校のうち、５校が未統合（松之山小学校を除く）  

  ・複式学級校から統合（予定）校への就学を希望する保護者の声あり  

  ・少人数の中学校では部活動の選択種目が限られ、団体種目では学校単独では維持

できない状況になっている。（複数校による合同チームで大会に参加）  

  ・この期間中、中学校の小規模化が進み、各教科担任が不足し、非常勤講師や免許

外教科担任での対応や、クラス替えが出来ない学校が増加  など  

 

２ 第２次方針の概要（令和元～10（2019～2028）年度） 

  十日町市が目指す子どもの姿は、「ふるさと十日町市を愛し、自立して社会で生きる

子ども」です。十日町市の人・自然・文化等を生かし、共生の理念を大切にしつつ、児

童・生徒が個性を発揮して社会で自立して生きる基礎を培う創意ある教育課程を編成

し、子どもの豊かな「学び」と「育ち」の実現を目指しています。 

十日町市の現況として、少子化がさらに進行すると思われるなか、小学校では、現

在でも５校の複式学級校が残っている状況にあり、児童や教員には少なからず負担に

なっているものと考えます。 

１学年１学級の中学校では６人の教諭しか配置されず、教科担任が不足し、非常勤

講師や免許外教科担任で対応しています。また、十日町地域に在住する教員が少ない

ことから、十日町地域外出身の教員の割合は５割を超え、採用後６年未満の経験の浅

い教員の割合も４割を超える状況になっています。さらに、少人数の中学校では、部

活動の選択種目が限られ、また、団体種目を学校単独では維持できない状況になって

います。 

                まとめ 

 

 

 

 

 

  市教育委員会では、次の学区再編計画に基づき、子どもたちにとって、より望まし

い教育環境の整備を図るため、学区の適正化を図っていきます。 

「ふるさと十日町市を愛し、自立して社会で生きる子ども」の育成を目指し、

広く様々な地域の歴史や文化、自然等に接するとともに、多様な考えや価値観

に触れ、社会性や協調性を培う環境をより整えるべく、一定規模の学級数を確

保することを基本とします。  

もって、子どもの豊かな「学び」と「育ち」の実現を図ります。  

まとめ  
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学区再編計画 

(1)小学校の再編 

① 再編方針：1 学年 1 学級以上であること（第１次方針の複式学級解消を踏襲） 

 ② 目標年度：令和３(2021)年度または令和４(2022)年度 

（令和４(2022)年４月には複式解消） 

学校名 学区再編計画 備 考 

中条小学校 
中条小学校に再編  

飛渡第一小学校 

吉田小学校 
吉田小学校に再編 

・吉田小は給食配送設備済 
・必要により学校名等検討 鐙島小学校 

水沢小学校 
水沢小学校に再編  

馬場小学校 

上野小学校 
上野小学校に再編 

・学校建築年の新しい施設を使用 
・必要により学校名等検討 橘小学校 

田沢小学校 
田沢小学校に再編 

・中里地域で小学校１校となるため、
必要により学校名等検討 貝野小学校 

 

 

小学校再編表（複式解消対象校のみ）　

凡例 ・・・

地
域

中条
166人

飛渡第一
20人 29人

4学級

吉田 30人
34人 4学級
鐙島
48人 39人

※学校名等検討 4学級

水沢
171人
馬場
44人 43人

4学級

上野
60人
橘

60人 48人
※学校名等検討 5学級

田沢
162人
貝野
34人 37人

※学校名等検討 4学級

川
西

全
体

十
日
町

196人
8学級

215人
8学級

田沢

馬場
43人
4学級

120人
6学級

水沢

吉田

鐙島

2,227人
103学級

馬場

橘

貝野

18校
2,044人
112学級

18校
2,424人
120学級

13校

中
里

田沢
178人
7学級

貝野
35人
4学級

165人
6学級

191人
8学級

上野上野
69人
6学級

50人
6学級

橘
54人
4学級

水沢
150人
6学級

吉田
51人
6学級

鐙島
52人
5学級

82人
6学級

163人
6学級

中条
163人
6学級

飛渡第一
11人
2学級

中条

飛渡第一

186人
7学級

１校当たり6学級以上

平成30(2018)年度　
令和４(2022)年度

（再編後）
参考：令和６(2024)年度

(再編しない場合)

複式学級校



 

3 

 

(2) 中学校の再編【４ページ：中学校再編表参照】 

① 再編方針：１学年２学級以上であること 

 ② 目標年度：令和 10(2028)年度（令和 10(2028)年４月までに再編） 

学校名 学区再編計画 備 考 

十日町中学校 
東小学校区全域を 
十日町中学校区に再編  

中条中学校 

中条中学校に再編 ・必要により学校名等検討 下条中学校 

川西中学校 

南中学校 

南中学校に再編 ・必要により学校名等検討 吉田中学校 

松代中学校 

水沢中学校 
水沢中学校に再編 

・必要により学校名等検討 
・水沢中は給食配送設備済 
・学校建築年の新しい施設を使用 中里中学校 

※小・中学校とも、原則、大規模改修等は行わず、既存の学校施設を活用する。           

 

３ 学区再編にあたっての配慮事項 

  学校の再編は、単に複数の学校を一つにまとめることにとどまらず、相互の学校の

良いところを引き継ぎながら、新たな学校をつくることであると考えます。  

学校名の検討等を含め、地域に根ざした特色ある新しい学校教育を実現するため、

保護者や地域住民の理解と協力が得られるよう、十分に協議・調整し、多方面に配慮

しながら進めていきます。  

①子どもたちの学習環境  

・より良い環境で学習ができる状況をつくりだすことを第一義に考え、あわせて

保護者や地域住民の理解と協力が得られるよう十分に協議します。  

・再編までの間、相互の学校を行き来する交流学習等を充実させます。  

②再編後の特色ある学校づくり  

・相互の学校や地域の良さを活かした特色ある学校づくりに努めます。  

・相互の地域を学ぶことで、思考の多様性が育まれるよう努めます。  

・再編後の新しい枠組みでの小中一貫教育を学校運営協議会と連携し推進します。 

  ③閉校による不安の解消  

・保護者同士の親睦を深め、再編による不安（新たな環境の変化による学力面、

学校生活に対する不安等）の解消に努めます。  

・遠距離通学となる場合は、スクールバス等の運行による安全安心な通学方法を

確保します。 
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中学校再編表

凡例

十日町

東（全区）

中条 中条

90人 89人

下条 下条

68人 49人

川西 川西 千手

107人 87人 上野・橘

※学校名等検討

南 南 川治

253人 245人 西

吉田 吉田

37人 32人

松代 松代

39人 42人

※学校名等検討

水沢 水沢

106人 83人

中里 中里

103人 97人

※学校名等検討

（4校） （4校）

26人 18人

3学級 3学級

まつのやま学園 まつのやま学園 まつのやま学園

１校当たり6学級以上

１校当たり4～5学級

１校当たり3学級以下

平成30年度
(2018年度)

令和10年度
(2028年度)

参考：令和12年度
(2030年度)

・・・

対象小学校

十日町
210人
6学級

十日町
240人
8学級

十日町
203人
6学級

最大学級９+特支２ （十日町小　119人） （十日町小　90人）

（東小　121人） （東小　113人）

中条
167人
6学級

265人
9学級

225人
9学級

中条・飛一

最大学級９+特支２
下条

下条
71人
3学級

最大学級４+特支２

川西
169人
6学級

最大学級６+特支(狭)２

南
223人
8学級

329人
9学級

319人
9学級

最大学級１２+特支２
吉田・鐙島

吉田
66人
3学級

松代

最大学級５+特支１

松代
69人
3学級

最大学級８+特支１

水沢
121人
5学級 209人

6学級
180人
6学級

水沢・馬場

最大学級８+特支２
田沢・貝野

中里
119人
4学級

最大学級７+特支２

松之山
32人
3学級

松之山 松之山 松之山

10校
1,247人
47学級

5校
1,069人
35学級

5校
945人
33学級


